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Claude 3.7 ソネット：包括的な調査

Claude 3.7 Sonnet は Anthropic 社が 2025 年 2 ⽉にリリースした最新の⼤規模⾔語モデル (LLM)

で、Claude 3 シリーズのアップグレード版です。Anthropic は本モデルを「これまでで最も知的なモデ

ル」であり、市場初のハイブリッド推論型 AI モデルと評しています    。Claude 3.7 は汎⽤的な対話能⼒

に加え、⾼度な推論モードを統合しており、単⼀のモデルで素早い回答と段階的なステップバイステッ

プの問題解決の両⽅を実現できます。以下では、その技術仕様、機能、使⽤⽅法、そして AI 市場におけ

る位置づけについて、GPT-4 や Google の Gemini、Mistral などのモデルとの⽐較を交えて詳しく説

明します。

1. 技術的仕様 (Technical Specifications)

アーキテクチャの詳細 (Architecture and Design)

Claude 3.7 Sonnet はトランスフォーマーベースの LLM アーキテクチャを基盤としていますが、特徴

的なのは「Extended Thinking（拡張思考）モード」と呼ばれるチェイン・オブ・ソート推論をモデル

に統合している点です    。⾼速推論モデルと低速推論モデルを切り替えるのではなく、Anthropic は単⼀

の統合モデルとして Claude 3.7 を設計し、2 つのモードを切り替えて動作できるようにしています:

Standard mode（標準モード）: ⼀般的な⾼性能 LLM のように動作し、⽐較的単純なクエリに

対してほぼ瞬時に応答を返します  。このモードでは、Claude 3.7 は先⾏モデル (Claude 3.5

Sonnet) のアップグレード版として振る舞い、迅速で対話的な応答に注⼒します。

Extended Thinking mode（拡張思考モード）: 複雑な問題に対して最終的な回答の前にステッ

プバイステップの思考過程（チェイン・オブ・ソート）を⽣成させるモードです  。このモードで

は、回答に先⽴ち、中間的な推論トークンを表⽰しながら「⾃分⾃⾝で考える」プロセスを可視

化します。数学や物理、コーディングなど多段階の推論が必要なタスクで性能を向上させます  。

モデルはユーザーに推論過程を⾒せるため、いわば「解答の下書き」を公開する形になります  。

開発者はこの推論プロセスに使うトークン数の上限（最⼤ 128k の「thinking」トークン）を指

定することで、モデルがどの程度時間をかけて思考するかをコントロールできます  。

このハイブリッド推論アプローチは新しく、Claude 3.7 は⾼速な直観的回答とより深い推論の間をシー

ムレスに切り替えることができます  。拡張思考の振る舞いは強化学習を通じて学習されており、モデル

がいつ・どのようにチェイン・オブ・ソートを活⽤すべきかを効果的に習得しています  。内部的には⼤

規模なトランスフォーマーネットワークですが、拡張思考を引き出すための特別なシステムプロンプト

やモードが⽤意されています。ソネット(Sonnet) のコードネームは Claude 3 ファミリーのこのモデル

変種を指す名称です（後述のモデルバリアントの節を参照）。

その他のアーキテクチャ上の特徴や改善点としては、Claude 3.7 は⾮常に⻑いコンテキスト⻑を引き続

きサポートしている点が挙げられます。Claude 3 ファミリーでは最⼤ 200,000 トークン（約 15 万語

以上）の⼊⼒コンテキストウィンドウが導⼊され、これは多くの競合モデルを⼤きく上回ります  。実

際、Claude 3 系列（Haiku、Sonnet、Opus）はすべて 200K トークンの⼊⼒に対応しており、
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Anthropic は特別なケースでは 100 万トークン以上の処理も可能であることを⽰しています（ただし⼀

般公開はまだ）  。これにより膨⼤な⽂書や会話ログを 1 度にモデルへ⼊⼒でき、⻑い⽂書分析タスクな

どで⼤きな利点をもたらします。

Claude 3.7 は主にテキストベースのモデルですが、限定的ながらマルチモーダル処理も備えています。

たとえば画像を⼊⼒して（チャートや写真の解析など）、テキストとして解釈することが可能になって

いますが、画像⽣成機能はありません  。この画像認識機能は Claude 3 ファミリーから導⼊されたもの

で（PDF や図表などを扱う企業ユーザー向けの機能）、GPT-4 の Vision 機能のように静⽌画コンテン

ツを処理できます  。ただし⾳声や動画は扱えません（テキスト＋静⽌画像が中⼼）。これに対し、

Google の Gemini などは⾳声や動画⼊⼒にも拡張していることが後述されます。

要するに、Claude 3.7 のアーキテクチャは「⼤規模コンテキストウィンドウ」「RL で学習されたチェ

イン・オブ・ソート機構（Extended Thinking）」「テキスト＋画像対応」といった特徴を備えた⼤規

模トランスフォーマー LLM とみなせます。Anthropic は「推論は別のモデルではなく、フロンティアモ

デルの統合能⼒であるべき」との考えを⽰しており  、⽇常的な Q&A から⾼度な複雑タスクまで 1 つの

システムで処理するモデルを⽬指しています。

トレーニングデータの種類と規模 (Training Data and Scale)

Claude 3.7 Sonnet は⾮常に⼤規模で多様なデータコーパスで訓練されています。Anthropic のシステ

ムカードによると、本モデルは「インターネット上で公開されている情報、および第三者から⼊⼿した

⾮公開データ、データラベリングサービスや契約社員が提供するデータ、社内で⽣成したデータなどを

独⾃に組み合わせたもの」を前学習データとして使⽤しています  。つまり、トレーニングデータには以

下のようなものが含まれます:

インターネット上の⼤規模な公開データ（ウェブサイト、ドキュメント、書籍など、ある⽇時点

までのデータ）。

パートナー企業からライセンスされた、あるいは⾮公開のデータセット（科学⽂献や技術⽂書な

ど、公開されていないコーパスを含む可能性）。

⼈間のアノテータや契約社員が作成した Q&A ペア、解説、デモンストレーションなどの⾼品質

データ（モデルの有⽤性や正確性向上⽬的）。

コードや技術系データ：Claude 3.7 はコーディング能⼒が⾼いため、プログラミング⾔語やソフ

トウェア関連のテキストもかなり含まれていると考えられます（Anthropic は明⽰的には列挙し

ていませんが、コーディングベンチマークの結果から推察可能）。

Anthropic によれば、Claude 3.7 の知識カットオフは 2024 年 10 ⽉末頃（ウェブデータはおおむね

2024 年 11 ⽉頃まで）です  。つまりモデルは 2024 年後半までの出来事や事実を幅広く学習している

⼀⽅、それ以降の新しい情報は知らない可能性が⾼いということです。事前学習コーパスは数兆トーク

ン規模と⾮常に⼤きく、正確なサイズは公開されていませんが、ある AI ニュースレターの報道では「専

⾨家の推計によると、Claude 3 は約 40 兆トークンで訓練された」とされています  。もし事実なら、

これは「膨⼤な内容」であり、他のトップレベルモデルと同等かそれ以上の規模です（参考までに

GPT-3 は約 0.5 兆トークンで訓練、GPT-4 は数兆トークンと推測される）。また多⾔語や様々な領域
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（法務、医療、数学など）、形式（記事、対話⽂、コードリポジトリなど）を網羅しているとみられま

す。

データクリーニングとプライバシー対策:

Anthropic はトレーニング中にデータの重複排除や分類などのフィルタリングを⾏っており  、とりわけ

ユーザーが⼊⼒した会話データは⼀切学習に使⽤していないと明⾔しています  。つまり、無料版や Pro

版、API 利⽤などでユーザーが⼊⼒したプロンプトやモデル出⼒は、Claude 3 の学習には取り込まれて

いません  。これはユーザーの機密情報が誤ってモデルに取り込まれないようにするための重要なプライ

バシー保護策です。業界では以前、ユーザーログをファインチューニングに使う事例もありましたが、

Anthropic はそれを⾏わない⽅針を採っています。

さらに Anthropic のウェブクローラは robots.txt を尊重し、クロール拒否のサイトにはアクセスしない

ほか  、有料コンテンツやログイン必須のコンテンツを無断で取得することもありません。また第三者か

ら得たデータの利⽤についてもデューデリジェンスを⾏っているとのこと  。データソースの幅を確保し

つつ、著作権やプライバシーを尊重する姿勢がうかがえます。

初期の事前学習（膨⼤なコーパスを使った次単語予測）後、Claude 3.7 はアラインメントのファインチ

ューニングを受けています。Anthropic は⼈間のフィードバックを活⽤した強化学習（RLHF）や、独⾃

の「Constitutional AI」メソッドを使⽤してモデルを⼈間の価値観に沿うよう調整しました  。

Constitutional AI とは、国連⼈権宣⾔などの⽂書から抽出した⼀連の原則をモデルの⾏動指針として組

み込み、それに従う形で応答させる⼿法です。ファインチューニング中、モデルはこれらの原則に適合

するよう誘導され、有害なリクエストに対する拒否やバイアス抑制を学習しました。Claude 3.5 以降で

は、新たに「障害者の権利を尊重する」原則が追加されるなど  、包括的な倫理観を重視しています。ま

た有害なプロンプトへの対処（レッドチーミング）を通じて、Claude が違法⾏為や暴⼒助⻑などを最⼩

化する対応を学んでいます  。

要するに、Claude 3.7 は幅広いドメインと多⾔語にまたがる膨⼤なデータで訓練され、2024 年末まで

の知識を備えています。データは数⼗兆トークンに達すると推定され、特にコードや問題解決コンテン

ツに重点を置いています。さらに学習プロセスは「Constitutional AI」による厳格なアラインメントを

経ており、ユーザーデータを学習に含めないなどのプライバシー対策も徹底しています。

パラメータ数 (Model Size – Parameters)

Anthropic は Claude 3.7 Sonnet のパラメータ数を正確には公開していません。しかし、Claude 3 フ

ァミリーには以下のような規模の異なるバリアント（Haiku、Sonnet、Opus）が存在し、外部ソース

から推測される推定値がいくつかあります:

Claude 3 Haiku: 約 70 億〜 200 億パラメータ（最⼩サイズのバリアント）  。Haiku は⾼速推

論や低コストを重視したコンパクトモデルで、そのサイズにしては驚くほど⾼性能です。（正確

な数値は未公表ですが、コミュニティ内の推測では 7B 程度、またはもう少し多いくらいと⾔わ

れています）。
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Claude 3 Sonnet: 約 700 億パラメータ規模（中間バリアント）  。Sonnet は多くのユーザー

が利⽤する主⼒モデルで、性能と計算コストをバランス良く両⽴します。その⼤きさは GPT-

3.5（DaVinci）や Llama 2 70B に近い⽔準とされます。これはあくまで推測値ですが、多くの

タスクで強⼒な性能を発揮しています。

Claude 3 Opus: 約 1370 億パラメータと、ある学術⽂献に記載されています  。Opus は

Anthropic の最⼤・最強のモデル。コード⽣成セキュリティに関する論⽂で「137B パラメータ

の最先端 LLM」として⾔及されており  、Sonnet の 2 倍近いパラメータ数を持つと推察されます

（GPT-4 の推定パラメータ数よりも少ない可能性がありますが、推定なので確定ではありませ

ん）。⼀部で「Opus は 2 兆パラメータ」という噂もありましたが、信頼できる証拠はなく、

1000 億規模が妥当な線です。密集（dense）トランスフォーマーモデルだろうと考えられてお

り、Mixture-of-Experts を使っている可能性はありますが公表はされていません。

Claude 3.7 Sonnet はこれらバリアントのうち中間サイズに位置するモデルで、「3.7」というバージョ

ン番号は Claude 3 Sonnet 系列の改良版という位置付けです（以前には Claude 3.5 や 3.6 もテストさ

れていた）。2025 年 2 ⽉時点で 3.7 Sonnet は最新のチューニングを施されたもので、3.5/3.6 よりも

推論精度や安全性が向上しています。パラメータ数は先⾏の Sonnet バージョンと同程度（数百億規

模）だと考えられ、Anthropic が「これまでで最も知的」と評するように、学習⼿法や構造の改良によ

って、時により⼤きい Opus 以上の推論性能を発揮する場合もあるとされています。

価格設定から⾒ても、これらのサイズ層がある程度裏付けられています。2024 年末時点で Google

Vertex AI 上における Claude 3 API の料⾦表では、Opus は Sonnet の 5 倍のトークン単価、Haiku は

Sonnet の 1/5 のトークン単価でした  。これは計算コストの違い（モデル規模の⼤きさ）を反映してい

ると考えられ、Haiku は⾼速・低コスト、Opus は⼤規模⾼性能、Sonnet はその中間という戦略に合致

します。

まとめると、Claude 3.7 Sonnet のパラメータ数は公式には公表されていないものの、数百億（約

70B）規模と⾒なされます。Claude 3 ファミリーは最⼤で約 137B の Opus までスケールしますが、

3.7 Sonnet は最も⼀般的に使われる主⼒モデルです。パラメータ数が絶対的に最⼤というわけではあり

ませんが、豊富な学習データと巧みな訓練⼿法により、⾮常に強⼒な性能を実現しています。

使⽤されている計算資源・環境 (Computing Resources and Environment)

Claude 3.7 のような⼤規模モデルの学習と推論には、膨⼤な計算資源が必要です。Anthropic は主要な

クラウドプロバイダと提携してこれを実現しています:

主なトレーニングインフラ: 2023 年後半、Anthropic は AWS（Amazon Web Services）を主

要なクラウドおよびトレーニングパートナーとする契約を発表しました  。Amazon は Anthropic

に 40 億ドルを出資し、Anthropic は⼤規模モデルの構築・展開に AWS を優先的に使⽤するこ

とに合意しています  。特に AWS のカスタム AI チップである Trainium（トレーニング⽤途）と

Inferentia（推論⽤途）を活⽤することで  、NVIDIA GPU に匹敵する⼤規模な分散学習を可能に

しているようです。つまり Claude 3.7（および今後のモデル）は、数千もの Trainium チップを

並列に使って AWS 上で学習されたと考えられます。
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以前のインフラ: AWS と組む以前は Google Cloud との提携があり、Anthropic は TPU v4 Pod

や NVIDIA GPU クラスタなどでモデルを学習していたと報じられています。しかし 2023 年後

半の AWS との⼤型契約に伴い、最新の Claude 3.7 は AWS で学習されている可能性が⾼いで

す。Amazon Bedrock（AWS の AI プラットフォーム）上でのサービス提供も急速に進んでいま

す  。

推論と運⽤: Claude 3.7 は Anthropic 独⾃の API とパートナー各社のプラットフォームを通じて

提供されます。⼤量の推論リクエストを捌くため、⾼性能なクラウドインスタンスが必要です。

特に拡張思考モードでは⾮常に⻑い出⼒が⽣成される可能性があるため、AWS の⾼性能インスタ

ンスや Inferentia チップが使⽤されていると考えられます。Google Vertex AI でも同様に提供さ

れており、Google データセンター上で稼働している場合もあります。Anthropic ⾃⾝の

Claude.ai サービスは GPU や Inferentia を備えたクラウドインスタンスで運営されているでし

ょう。

学習規模としては、数百億パラメータ×数兆トークンを扱うには、数百万 GPU コア時間以上の計算が必

要と推測されます。正確な学習時間や使⽤ GPU 数は公表されていませんが、OpenAI や Google 同様

の超⼤規模予算を投じていることは間違いありません。Trainium によりコスト最適化を図り、さらにス

ケールアップを可能にしている可能性があります。Claude 3 ファミリーが 100 万トークン以上の⼊⼒

に対応するなど、巨⼤なメモリ容量を要する設計になっているのも⼤規模インフラを前提としているか

らです  。

ファインチューニングや実験については、Anthropic は顧客向けに限定的なファインチューニングを提

供し始めています（Bedrock 上など）  。これも同じクラウドインフラを活⽤し、エンタープライズユー

ザーが⾃⾝のデータで Claude を適応させる仕組みです。

要するに、Claude 3.7 の開発・運⽤は最先端のハードウェアを⼤量投⼊することで⽀えられています。

AWS の Trainium/Inferentia を中⼼とした⼤規模クラスタで学習・推論され、Google Cloud など他の

プラットフォームでも提供が⾏われる多クラウド戦略を取っています。

セキュリティ対策・データプライバシー設計 (Security Measures and Data Privacy)

Anthropic は AI の安全性や倫理、ユーザープライバシーを⾮常に重視しており、Claude 3.7 もその姿

勢を反映しています:

プライバシーポリシー: 先述の通り、Anthropic はユーザーの⼊⼒データをモデルの再学習に使わ

ない⽅針をとっています  。つまりユーザーが Claude に⼊⼒したテキストやそれに対する応答

は、モデルの学習コーパスへ組み込まれません。これはプライバシー保護の観点で⼤きな利点で

す（かつてはログをファインチューニングに利⽤する事例も業界にありましたが、Anthropic は

それを回避）。エンタープライズ利⽤でも機密データがモデルに吸収される⼼配が少なく、安⼼

して利⽤できます。またデータ削除や保持期間についても利⽤規約で明⽰されており、SOC2 な

どのセキュリティ基準に準拠しているとみられます    。

安全なインフラ: Claude は AWS 上で運⽤される場合、AWS のセキュリティ認証やネットワー

ク分離の恩恵を受けます。Bedrock サービスでは「⾼⽔準のセキュリティとプライバシー」を謳
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っており  、顧客データは他の顧客と混在しない形で推論処理されます。モデルにインターネット

アクセスをさせない（ツール利⽤が明⽰的に許可されない限り外部サイトに接続しない）仕組み

により、推論中にデータが外部に漏れるリスクも抑制されます。

有害性削減とモデレーション: Claude 3.7 はコンテンツフィルターが強化されており、有害リク

エストか否かをより細かく判断できるようになりました。Anthropic は「前モデル⽐で不要な拒

否が 45%  減少」と報告しており  、安全が求められる⼀⽅でユーザーの正当なリクエストを過剰

に拒否しないバランスを重視しています。モデル内部には “Appropriate Harmlessness”  という

評価スキームがあり、返信の有害性を調整しています。違法⾏為やヘイトスピーチなどの不正⽤

途をユーザーが要求した場合は、Constitutional AI のルールに従って拒否や安全な返答を⾏う設

計です。また、プロンプトおよび出⼒を継続的に分類器でチェックする仕組みを設け、濫⽤を防

いでいます  。

外部レッドチーミングと評価: リリース前に、Anthropic の安全チームや外部専⾨家が Claude

3.7 を徹底的にテストしました  。システムカードには児童保護、バイアス、プロンプトインジェ

クション攻撃などの検証結果が記載されており    、未成年に関わる有害コンテンツや差別表現、あ

るいはモデルの指⽰を乗っ取るような攻撃などへの耐性がチェックされています  。拡張思考モー

ドで表⽰されるチェイン・オブ・ソートが真に正直かどうか（いわゆる “faithfulness”）にも注

意が払われており、潜在的に危険な思考プロセスが⽣じていないかも監視対象とされています    。

プロンプトインジェクション（隠しコマンドを差し込みモデルを意図に反して動かす）への対策

も検証が⾏われています  。Anthropic は Claude 3 を “AI Safety Level 2”  (ASL-2) に区分して

おり、⾃⼰学習や⾃律性が⾼まるようなレベルではないものの、⼗分⾼度なモデルとして扱って

います  。

アラインメント⼿法: Claude 3.7 は Constitutional AI を通じて安全性を確保しており、固定され

た原則（「より有害性の低い回答を選ぶ」「禁⽌コンテンツを避ける」など）をモデル内部の“道

徳的羅針盤”として組み込んでいます。拡張思考中にもこれらの原則を参照する仕組みがあり（シ

ステムカードの例では、モデルが有害リクエストへの対処について推論内で⾃問⾃答している様

⼦が⽰されています）、これはモデルの思考プロセスを可視化しながらアラインメントを強化す

る新しい試みです    。開発者やユーザーも表⽰された思考過程を⾒て、問題があれば早期に発⾒で

きるのが利点となっています。

まとめると、Claude 3.7 は設計段階から強固な安全策とプライバシー保護を実装しています。ユーザー

データは学習に使わず、クラウド環境も隔離され、⾼度なコンテンツフィルタリングと監視体制で有害

利⽤を防⽌します。加えて、Constitutional AI によりリクエスト内容の適法性や有害性をモデル⾃体が

判断する仕組みが整備されています。⾼い安全性とプライバシー保護を両⽴しつつ、企業や⼀般ユーザ

ーが安⼼して利⽤できるモデルを⽬指していると⾔えます。

2. 機能と性能 (Features and Performance)

Claude 3.7 Sonnet は多様なタスクに対応できる強⼒な汎⽤ AI であり、いくつもの新機能や⾼性能ぶ

りが評価されています。ここでは機能の概要や他の主要 LLM との⽐較をしつつ、その得意分野と課題を

⽰します。
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モデルの能⼒と新機能 (Key Features of Claude 3.7)

Hybrid Reasoning (Extended Thinking Mode): Claude 3.7 の最も注⽬すべき機能は「拡張

思考」です。複雑な問題をステップバイステップで分解し、⼈間が数学の問題を⼿計算するよう

に中間推論を⾏うことが可能です  。この推論過程はユーザーに可視化され、信頼性や透明性を⾼

めます。例えば難しい数学の⽂章題を出すと、Claude は「Thinking…」と表⽰して論理や数式

を展開し、その後最終解答を提⽰します。ユーザーはモデルの思考を追えるため、回答の妥当性

を検証しやすくなります    。Anthropic はこの機能が特に「数学、物理、命令追従、コーディン

グ、その他多段階推論を要するタスク」で効果的と述べています  。⼀⽅、簡単なクエリの場合は

標準モード（拡張思考オフ）で直接回答するように使い分けることができます。

推論深度の細かい制御: API を介して開発者は、Claude が思考に使うトークン数（“thinking

tokens”）の上限を指定できます  。これは速度と解答の深みのトレードオフをリアルタイムに調

整する斬新な仕組みです。例えば簡単な質問なら思考トークンを 0 や数トークンに制限して即答

させ、難しい課題なら 10,000 トークンなど⼤きめに設定してじっくり推論させることができま

す。最⼤ 128k トークンまで設定可能なので（最終回答も含めた出⼒全体の上限）、理論的には

⾮常に⻑い思考をさせられますが、その分コストは増⼤します。とはいえ開発者が選択できる点

で制御性が⾼く、モデルが勝⼿にだらだら⻑⽂出⼒する恐れは低いです。

極めて⻑いコンテキストとメモリ: 先述したように、Claude 3.7 はデフォルトで 200,000 トー

クンのコンテキストをサポートします  。実際、数百ページ相当のテキストを 1 度に⼊⼒して質問

したり、⻑時間の会話履歴を保持しても内容を⾒失わずに参照できます。Anthropic は⼤規模⽂

書中の情報検索（Needle in a Haystack テスト）で Claude 3 Opus が 99%  超の正確性を⽰し

たと報告しています  。3.7 Sonnet もこの優れた⻑期記憶能⼒を引き継いでいると考えられま

す。GPT-4（8k または 32k）と⽐較すると 5〜25 倍程度のトークンを扱えるため、膨⼤なデー

タ分析や要約など、他モデルには困難なタスクをこなせるアドバンテージです。

マルチモーダル⼊⼒（画像理解）: Claude 3.7 は画像の⼊⼒をある程度理解できます（OpenAI

の GPT-4V のように画像を解析して説明する機能）が、画像⽣成は⾏えません。Claude 3 ファ

ミリーで導⼊された企業向けの PDF や図解などの解析機能の延⻑として、静的な画像の内容を把

握することが可能です  。たとえばグラフを画像で渡して、その読み取りや要約を依頼するケース

などが想定されます。とはいえ⾳声や動画⼊⼒は⾮対応であり、そこは Google Gemini が強み

を発揮している分野です。Claude はあくまでもテキスト主体で、静⽌画を補助的に扱える程度

と考えられます。

コーディングとツール利⽤: Claude 3.7 はコーディング能⼒が⼤幅に強化されています。ソフト

ウェアエンジニアリングタスク向けに特別な調整を施しており、Claude Code と呼ばれる CLI

ツールが⽤意され、エージェント的にコード作成を⽀援します    。多⾔語のコードを書いたり、デ

バッグやリファクタリングを⾏ったり、擬似コードやコマンドを実⾏してテストすることも可能

です。Claude.ai は GitHub リポジトリを添付して⼤規模コードベースへのアクセスを認識させ

る機能もあり  、早期テストでは「実際のコーディングタスクで最⾼クラスの性能」と評されまし

た  。SWE-Bench（Verified）や TAU-Bench のような評価でも最先端の結果を出しています  。

これにより、単にコードを書くだけでなく、ドキュメント読解→コード⽣成→テストといった複

数⼯程のエージェント⾏動にも対応できます。拡張思考による内的なステップ推論が、API の使
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⽤や関数呼び出しの計画に役⽴つとのこと。エンジニアのペアプログラミングパートナーとして

⾮常に優秀です。

命令追従と⼀般知識: Claude 3.7 は命令追従型タスクや⼀般的な Q&A においても⾼いパフォー

マンスを⽰します。Anthropic によれば「命令追従、汎⽤推論、マルチモーダル能⼒、エージェ

ント的コーディングのすべてに秀でる」とのこと  。従来モデルに⽐べ、不必要な拒否が減り、有

害性の閾値管理がより細かくなったため、さまざまなリクエストに対して協⼒的です  。トレーニ

ングデータに基づく豊富な知識ベース（2024 年末まで）を活かし、科学や歴史、ポップカルチ

ャーなど幅広い話題に対応します。論拠提⽰についても改善が進んでおり、ソースを引⽤する機

能（引⽤テキストの参照など）を検討中としています  。完全に実装されているかは不透明です

が、信頼性を⾼めるために参考⽂献のリンクなどを出⼒させる構想があるようです。

⾼速推論と応答性: Claude 3.7 は⼤規模モデルでありながら、必要に応じて⾼速化も最適化され

ています。標準モードなら簡易な問いにはほぼ即時応答が可能で  、ユーザーが「以前の Claude

3.5 Sonnet よりも速く感じる」という声もあります。⼀部計測では、Claude 3.5 Sonnet の⽣

成速度は約 80 トークン/秒で、Opus の約 23 トークン/秒より 3.4 倍速いと報告されています

 。GPT-4（最適化版）は 80〜100 トークン/秒に達するので、同等クラスになってきています  。

レイテンシや初期応答時間はやや GPT-4 より⻑い場合もありますが、拡張思考をオフにすれば

ほぼリアルタイムの対話が可能です。拡張思考をオンにすると出⼒が⻑くなるぶん時間はかかり

ますが、API のストリーミング出⼒により、思考中でもユーザーにトークンを随時返すので体感

速度は悪くありません。

Claude 3.7 の新要素: Claude 2 や 3.5 と⽐べ、3.7 では「拡張思考」が⽬⽟機能として追加さ

れました。またコーディング性能、拒否率削減、事実精度の向上など多⽅⾯で改良が実施されて

います。⼤きな新サブシステムこそありませんが、Claude Code ツールとの統合などにより、コ

ードエージェント的な利⽤が容易になりました  。モデル⾃体も 3.5/3.6 からファインチューニン

グを重ねており、安全性や応答品質が向上しています。将来的にはさらに⾼度なエージェント化

機能が検討されているようです  。

総じて、Claude 3.7 は会話、Q&A、コード作成、⻑⼤⽂書解析、画像解析、複雑推論など幅広いユース

ケースをカバーします。特に⼤きなイノベーションはチェイン・オブ・ソート機能をユーザーに可視化

する「拡張思考モード」であり、他のモデルにはない透明性が特⻑です。これに超⼤規模コンテキスト

やアラインメント調整が組み合わさり、2025 年初頭時点で最も強⼒かつ柔軟な AI モデルの 1 つと評価

されています。

他の⼤規模⾔語モデルとの⽐較 (Performance vs. Other Major LLMs)

Claude 3.7 Sonnet は OpenAI の GPT-4、Google の Gemini、オープンソースの Mistral などと⽐較

すると、どのような位置付けになるのでしょうか。以下にいくつかの主要ポイントをまとめます。

Model
Context

Window
Modalities

Notable

Strengths
Challenges/Weaknesses
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Model
Context

Window
Modalities

Notable

Strengths
Challenges/Weaknesses

Claude 3.7

Sonnet

(Anthropic)

200k tokens

(⼊⼒)  ; 最⼤

128k tokens

の出⼒推論

テキスト

（⼀部画像

にも対応）

- ハイブリッド推

論（チェイン・オ

ブ・ソート可視

化）  

- コーディング &

ツール活⽤

（SWE-Bench

SOTA）  

- ⻑⼤コンテキス

ト（⼤規模⽂書分

析に強い）  

- アラインメント

& 過剰拒否の減少 

- ⾳声・動画は未対応  

- 知識カットオフは 2024

年 10 ⽉ (最新情報に疎い)  

- 拡張思考モード使⽤時は

処理が遅くなる可能性

OpenAI

GPT-4

8k tokens

(標準) / 32k

tokens (拡張

版)

テキスト、

画像

(Vision)

- 卓越した推論能

⼒と知識 (多くの

学術/論理ベンチマ

ークで⾮常に⾼い

スコア) 

- クリエイティブ

ライティング & コ

ンテキスト理解が

優秀 

- 幅広いアプ

リ/API との統合実

績

- コンテキストが最⼤ 32k

と⽐較的少ない 

- トークン単価が⾼め 

- 完全にクローズドなモデ

ルで学習データや内部が不

透明

Google

Gemini

“Pro”  (1.5)

最⼤

2,000,000

トークン   (⾮

常に⼤きいと

される)

テキスト、

⾳声、動画

- マルチモーダル:

テキスト・画像・

⾳声・動画を⼀括

で処理可能   

- 巨⼤コンテキス

ト: 2M トークンま

で扱える   

- Google エコシ

ステムとの統合

(Vertex AI,

Knowledge

Graph 等)

- 新しいモデルでまだ実績

が少ない 

- コーディングや推論性能

は公開ベンチが少なく未知

数 (⾼性能が期待されるが検

証不⾜) 

- ⼊⼒コストがやや⾼いと

の報道あり  
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Model
Context

Window
Modalities

Notable

Strengths
Challenges/Weaknesses

Mistral 7B

(オープンソ

ース)

8k tokens

(拡張で

~32k 可能)

テキストの

み

- 軽量・効率的

(7.3B パラメータ

で旧 13B を超える

性能)   

- オープンソース

(Apache 2.0) で

⾃由に改変/商⽤利

⽤可   

- ⼩規模ゆえ⾼速

＆⾃⼰ホスティン

グ容易

- ⼤規模タスクでの性能は

GPT-4/Claude に劣る (パ

ラメータ不⾜) 

- 最新知識や推論精度に限

界 

- セーフティ機能はユーザ

ー側の実装次第

⽐較分析:

Claude 3.7 と GPT-4 は多くの⾯で直接競合します。どちらもトップクラスの性能を誇り、⼤学

レベルの試験などで⾼得点を取ることが報じられています。Anthropic は Claude 3 Opus（最⼤

モデル）で旧 GPT-4（2023 年 3 ⽉版）を多くの指標で上回ったと主張しており  、GPT-4 側も

改良を重ねていますのでほぼ拮抗状態です。⼤きな差としては Claude のコンテキスト 200k 対

GPT-4 の 8k or 32k であり、Claude が圧倒的に⼤量のテキストを⼀度に扱える強みを持ちま

す。コーディング分野でも Claude は⾼評価を得ており、⼤規模コードベースやツール操作で

GPT-4 を上回るという報告があります  。⼀⽅、GPT-4 のビジョン機能は Claude にない画像認

識⼒を発揮する場合があり、⼀般的な画像タスクは GPT-4V が強いとされます。またスタイル的

には、Claude の⽅が会話的でフレンドリー、GPT-4 はより慎重・簡潔という声もあり、使い分

け次第です。

Claude 3.7 と Google Gemini の⽐較では、Gemini は 2M トークンという超巨⼤コンテキスト

や⾳声・動画を含むマルチモーダル対応が特徴です  。ただし実際のコーディング能⼒や複雑推論

に関してはまだ⼗分に検証例が少なく、Claude のような「ハイブリッド推論」機能があるわけ

ではありません。Gemini が⼤規模⼊⼒（数千ページ）をまとめて処理する⼒に対し、Claude は

拡張思考で巧みな推論を⾏うという強みを持ちます。価格⾯では Google Vertex AI での⼊⼒ト

ークン単価がやや⾼いとの報道もあり  、⽤途に応じてコスト⽐較が必要でしょう。総括すると、

Gemini は⾳声・動画まで含む多彩なマルチモーダル要件に向き、Claude は純粋なテキスト推論

やコーディングタスク、チェイン・オブ・ソート可視化などで優位性を発揮するといえます。

オープンソース系 (Mistral、Llama など) と⽐較すると、これらは軽量かつ⾃由度が⾼い反⾯、

絶対的な性能は Claude 3.7 や GPT-4 に及びません。プライベート運⽤や低コストを望むユーザ

ーには魅⼒がありますが、⼤規模推論能⼒や⾼精度なコーディング、⻑⽂理解などでは⼤⼿商⽤

モデルが先⾏しているのが現状です。Claude は⾃⼰ホスト不可で常にクラウド経由ですが、そ

の分最先端の性能を利⽤できるメリットがあります。
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全体として、Claude 3.7 は GPT-4 と同クラスの総合⼒を持ち、⽂脈⻑では優位、画像ビジョンでは劣

るなど⼀⻑⼀短があります。コードを書く能⼒やツール統合、拡張思考の透明性などでは注⽬され、

Google Gemini とはマルチモーダル vs. ハイブリッド推論という形で差別化が図られています。オープ

ンソースモデルに⽐べると圧倒的に⾼性能ですが、コストとカスタマイズ⾃由度で劣ります。したがっ

て⽤途や予算次第で最適解は異なるものの、Claude 3.7 が最前線の選択肢の⼀つであることは確かで

す。

得意なタスクと苦⼿なタスク (Strengths and Weaknesses in Tasks)

評価結果やユーザーのフィードバックに基づき、Claude 3.7 が得意とするタスクには以下があります:

コーディング & ソフトウェア開発: Claude 3.7 の最⼤の強みのひとつと⾔われます。正確なコー

ド⽣成に加え、実際のソフトウェア開発問題にも対応可能です。⼤規模なコードベースの解析、

バグ修正、機能追加などで他モデルがエラーを出すようなケースでも安定して結果を出すとの報

告があります  。エージェント的にツールを使い分ける⼒や、API 呼び出しの計画⽴案なども評価

されています。Replit ではウェブアプリやダッシュボードを⼀から構築させる実験で、他モデル

が⾏き詰まるところを Claude は成功させたと報告  。フロントエンドのデザイン⾯でも、コード

の構造が整合的かつ美的と好評との声があり  。ペアプログラマーとして信頼できるモデルです。

複雑推論 & 問題解決: 拡張思考により、多段階の推論が必要な問題（数学、論理パズル、計画タ

スク）を⾼精度に処理できます。数学ベンチマーク (GSM8K や MATH など) でスコアを伸ばし

ており、物理や科学分野の説明問題でも改善が確認されています  。ポケモンのゲームプレイ（戦

略⽴案）を模した社内テストでも歴代モデルを上回る成績を出したとされ、意思決定能⼒が強化

されています。

複雑な指⽰の理解と遂⾏: ⻑⽂や複雑指⽰（「次の 50 ページを読み込み、X に焦点を当てた要約

を作り、Y ⾵のレポートを作って」など）に対して、漏れなく対応する⼒があります。200k ト

ークンのコンテキストを活かし、途中で話題が変わってもコンテキストを失わずに対応可能。指

⽰を正確に解釈する設計はコールセンターなど実務でも有⽤です。

⼤規模テキスト解析・要約: 200k コンテキストにより数百ページの⽂書⽐較、契約書の差分チェ

ック、⼤きな CSV/JSON ログの解析といった処理が得意です。企業が⻑⼤な規程やマニュアル

を読み込ませて Q&A をさせる⽤途などで、Claude は⾮常に有利といえます。

⾼い正確性が必要なシナリオ / 信頼できる⼝調: Claude は事実誤りを最⼩化するよう調整されて

おり、わからないことは「不明」と答える傾向があります。以前のモデルや競合が幻覚回答しが

ちな場⾯でも、Claude はエラーが少ないと報告  。また応答のトーンが丁寧で穏当なので、企業

の顧客対応や医療情報提供などにも適しています。

⼀⽅で、以下のような弱点・制限があります:

最新情報の扱い: 知識カットオフが 2024 年 10 ⽉頃なので、それ以降の出来事・アップデートに

は対応できません。最近の政治・スポーツ・テクノロジー動向などは知らないため、ユーザー側

で新情報を⼊⼒する必要があります。他社モデル（Bing Chat や Bard）にはウェブブラウジング

機能があるものもあり、Claude には標準搭載されていません。
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⼀部領域での厳しいガードレール: 不要な拒否は減ったとはいえ、⾃傷⾏為関連や違法⾏為助⻑、

性的内容の規制対象など、⼀定のカテゴリでは回答を拒否します。これは安全のための機能です

が、場合によってはユーザーが「無害」と思う内容でも拒否される可能性はあります。ただし過

去モデルよりは柔軟性が⾼まりました  。

数学的計算 & 厳密な形式論理: Claude は拡張思考で計算⼿順を⽰せますが、数学エンジンではな

いため、⾮常に⻑い数式や複雑な証明には誤りを混⼊する可能性があります。GPT-4 が IMO レ

ベルの問題で⾼スコアを出した実績があるのに対し、Claude はそこまで最適化されていないか

もしれません。重要な計算は念のため検算やツール連携が必要でしょう。

拡張思考モードでの「アラインメント負荷」: ユーザーが思考過程を監視できるため、モデルが倫

理的配慮を⽰す⽂⾔を過剰に挿⼊するなど、やや冗⻑になる場合があります。システムカードで

も「可視化される推論過程がどこまで本⾳か」といった問題に⾔及しています  。深刻な問題では

ありませんが、実⽤上は道徳的チェックが推論を少し冗⻑化させることもあるかもしれません。

プロンプトの品質依存: 他の LLM 同様、曖昧な指⽰や漠然とした要望だと抽象的な回答になりが

ちです。GPT-4 は少ないヒントでも意図を推測してくれる印象がありますが、Claude はもう少

し明確な指⽰の⽅が性能を引き出しやすいという声があります。拡張思考を利⽤する場合、きち

んと「段階的に考えて」と誘導するのが望ましいとされています。

マルチモーダルの制限: 画像解析はある程度できますが、⼿書き認識や複雑な画像推論は苦⼿で、

GPT-4V のほうが優秀なケースも多いです。また⾳声・動画には対応していません。⾳声⽂字起

こしや映像分析などの⽤途には外部ツールが必要です。

総じて、Claude 3.7 はエンジニアリングや多ステップ推論、⻑⽂分析、ユーザーフレンドリーな対話で

⼤きな強みを発揮します。⼀⽅、最新情報へのアクセス、特定マルチモーダルタスク、完全ローカル運

⽤などは苦⼿分野です。ただしその弱点は限定的で、⼀般的なユースケースでは⾼品質な出⼒と安定性

が得られ、不要拒否や虚偽回答が少ない点が好評です  。

推論速度とリアルタイム処理能⼒ (Inference Speed and Real-Time Usage)

Claude 3.7 は運⽤⾯での効率化も考慮されていますが、処理速度はモードや状況によって変動します:

標準モード: ⼀般的なプロンプトに対してはほぼリアルタイムで応答可能です。Anthropic は「ほ

ぼ瞬時の回答が可能」と述べており  、実際に Claude.ai や API を使うと数秒程度で応答がストリ

ーミングされます。ChatGPT(GPT-3.5) と同程度、GPT-4 よりはやや速いという印象を受ける

ユーザーもいます。Vellum AI のベンチマークでは初回トークン開始までの遅延は GPT-4o のほ

うが若⼲短かった⼀⽅、⽣成速度はほぼ同等という報告もあります    。つまり、⼤きくは変わりま

せん。

拡張思考モード: ⻑いチェイン・オブ・ソートを⽣成する分、応答に時間がかかることがありま

す。たとえば推論⽤に 500 トークンを割り当てると、その 500 トークン分をまず⽣成してから

最終回答に移るため、数秒の余計な遅延が⽣じます。もし何千トークンも思考に割り当てれば、

数⼗秒に及ぶ可能性もありますが、それはあえて「深い推論」を求めるケースでしょう。通常の

インタラクティブ⽤途なら数百トークン程度に抑えて、クオリティを上げつつ応答速度を許容範

囲に保つのが定⽯です。
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並列処理: サーバー側では多数のリクエストを並列処理できるよう最適化されています。⾼スルー

プットを求めるなら Haiku（軽量版モデル）を利⽤する⼿もあります。1 セッション内でバッチ

処理を⾏うより、複数インスタンスで並列推論する⽅がスケーラブルです。

メモリ・フットプリント: 約 70B パラメータを持つモデルゆえ、ローカルでのリアルタイム推論

はまず不可能です（数枚の GPU では⾜りません）。クラウド経由であればスケールアウトされ

ているため、ユーザーはその⼤規模計算を意識せず使えます。200k トークンの⼊⼒を与えると

初期解析に時間がかかるため、⾮常に⻑いコンテキスト⼊⼒は応答開始まで遅延が⼤きくなる点

に注意が必要です。

実⽤上の速度: チャットボット⽤途で数百〜数千トークン程度のやり取りなら、充分にリアルタイ

ムと⾔える速度が得られます。拡張思考を必要最⼩限に抑えれば、ChatGPT と同レベルまたは

やや遅い程度で利⽤可能です。巨⼤な⽂書処理などのバッチタスクなら多少待ち時間があっても

メリットが⼤きいでしょう。

料⾦⾯: Anthropic はトークン単価を従来モデルから据え置きしており  、拡張思考で⻑い推論を

しても「出⼒トークン数が増える分だけ」課⾦される仕組みです。拡張思考を多⽤するとその分

コストが上がりますが、モード切り替えで⾃由にコントロールできます。速度重視か品質重視か

状況に応じて選択可能です。

総括すると、Claude 3.7 はリアルタイム対話に⼗分対応できる速度を備えており、拡張思考を使わなけ

れば短い遅延で会話を続けられます。使い⽅次第で速度と推論深度のバランスを調整できる柔軟性が⼤

きな強みです。

強化された機能や新要素 (Notable Enhancements and New Elements in Claude 3.7)

ここで Claude 3.7 Sonnet で導⼊/強化された主要ポイントをおさらいします:

Extended Thinking / “Show Your Work” : 3.7 の⽬⽟機能で、チェイン・オブ・ソート（思考

過程）を回答前に表⽰する  。ユーザーから⾒るとモデルが論理を⼀緒に考えてくれるような体験

になります。Claude 2 以前にはなかった公開仕様のチェイン・オブ・ソートで、AI の透明性を

⾼めています。これは商⽤LLMでは珍しいアプローチです。

Claude Code (Agentic Coding): モデル改良ではなくツール⾯の新要素ですが、3.7 のローン

チと併せて提供され始めた CLI ツールです  。これを通じて Claude がファイル編集やテスト実

⾏、GitHub へのコミットなどを⾃律的に⾏えるようになり、コーディングエージェントとして

機能します  。まだ研究プレビュー段階ですが、将来的な拡張が期待されます。

改良されたモデルプロンプトとオプション: Anthropic は Claude.ai の Pro/Team ユーザー向け

にモデルセレクターやナレッジベース/プロジェクト機能を提供し始めました  。これにより異なる

モデル（Claude Instant/Haiku や Opus）を選択したり、⼤量のドキュメントを常時参照可能に

したりできます。他プラットフォームでも同様の機能はありますが、Anthropic が⾃社サービス

内で実装した点が特徴です。

安全性・アラインメントの強化: 3.7 では不必要な拒否が 45%  減ったなど  、安全性と有⽤性の両

⾯でチューニングが進んでいます。障害者権利の原則追加なども含め、Constitutional AI を強化

したとのこと  。かつてのモデルより虚偽回答やバイアスが減り、より幅広いユーザーに対応しや

すくなりました。
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性能向上: 3.5 から 3.7 にかけて追加のファインチューニングや RLHF データが⼤幅に増え、コ

ード⽣成や様々なベンチマークで最先端クラスの結果を出しています。SWE-bench や TAU-

bench での最⾼スコアは 3.7 以降の成果です  。エンジニアからは「Claude 2 や 1 と⽐べて劇的

に向上している」との声もあります。

料⾦据え置き: 新機能追加にもかかわらず、API の利⽤価格は以前と同じ ($3.00/100 万トークン

⼊⼒、$15.00/100 万トークン出⼒) に据え置き  。GPT-4 のように⼤幅値上げはせず、既存ユー

ザーがそのまま 3.7 に移⾏しやすい戦略を取っています。拡張思考を多⽤すると出⼒トークンが

増えて課⾦額が上がることはあるものの、単価⾃体は変わりません。

結局、Claude 3.7 はチェイン・オブ・ソートを統合したハイブリッド推論を⼤きな⽬⽟として、コーデ

ィング性能、拒否率の調整、事実性向上など数多くの⾯で進化しています。Anthropic の LLM ラインナ

ップを牽引する主⼒モデルとして、2025 年当初時点で業界最先端の⼀⾓を占めていると⾔えます。

3. 使い⽅ (Usage and Access)

Claude 3.7 は個⼈ユーザーからエンタープライズまで幅広い層が利⽤できるよう、多様なチャネルで提

供されています。以下では利⽤⽅法、API、プラットフォーム対応、料⾦プラン、企業利⽤例などを概説

します。

API提供状況 (APIs and SDKs)

Anthropic は以下の⼿段で Claude 3.7 を提供しています:

Anthropic Cloud API: 公式の RESTful JSON API で、OpenAI API とよく似た形式です。SDK

やクライアントライブラリも提供。モデル名（例: "claude-3.7"）を指定してリクエストを送
り、ストリーミング応答や各種パラメータ（temperature、max tokens など）を設定可能です

 。拡張思考のトークン上限も特定のパラメータやシステムプロンプトで制御できます  。多くのパ

ートナー企業がこの API を利⽤してサービスを構築しています。アクセスには Anthropic の開発

者コンソールで API キーを取得する必要があり、⼀部はウェイトリスト制の可能性もあります。

Amazon Bedrock: Claude 3.7 Sonnet は AWS の Bedrock でも利⽤できます    。AWS ユーザ

ーは Bedrock 経由で簡単に Claude にアクセスでき、他のモデル（Amazon Titan、Stability AI

モデルなど）と同じフレームワークで扱えます。Bedrock ではプライベートにデータを処理で

き、すべてが AWS 環境内で完結するため、セキュリティ⾯を重視するエンタープライズには好

都合です。boto3 を使った AWS SDK から API 呼び出し可能で、Anthropic のアカウントなし

でも AWS アカウントがあれば利⽤できる利点があります。

Google Cloud Vertex AI: 同様に、Claude 3.7 Sonnet は Google Cloud Vertex AI の Model

Garden でも提供されています  。Google と Anthropic は過去にパートナーシップがあり、今で

も Vertex AI 上で Claude を使える体制を維持。Vertex AI の Generative AI Studio から GUI で

テストしたり、Vertex API で呼び出したり可能です。モデル ID は独⾃の形式かもしれません

が、本質的には同じ Claude 3.7 が裏で動いています。

Claude.ai（ウェブインターフェイス）: Anthropic が運営するチャット形式のウェブアプリで

す。ChatGPT のようにブラウザで会話ができ、無料枠や Pro サブスクリプションも⽤意されて
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います。標準モードでは Claude 3.7 Sonnet が動作し、ファイルアップロード、会話スレッド管

理、ベータ機能テストなどを利⽤できます。拡張思考モードなどは Pro/Team ユーザー向けの機

能の可能性が⾼い  。

サードパーティアプリ・SDK: Quora の Poe や様々なツールが Claude を統合しており、ユーザ

ーはそこからもアクセス可能です。コミュニティ製の Python/Node.js ラッパーなどもあり、独

⾃アプリに組み込みやすくなっています。また Slack や Discord 向けのチャットボット統合も

API 経由で容易に構築可能です。

開発者向けドキュメントは docs.anthropic.com で公開されており、リクエスト/レスポンス形式やサン

プル、推奨プロンプト設計などが説明されています。拡張思考をオンにする⽅法（特別なシステムプロ

ンプトや API パラメータ指定）なども解説があります。ファインチューニング機能は現在限定プレビュ

ー段階（Bedrock 経由など）で、OpenAI の function calling 相当機能は現状ネイティブにはありませ

んが、ツール利⽤の出⼒解析で代⽤可能です。

要するに、OpenAI API と類似の⽅法で開発者は簡単に Claude 3.7 を呼び出せます。AWS や GCP を

既に利⽤している企業は、それぞれのクラウドプラットフォームの統合も活⽤できます。

インターフェースとドキュメント (User Interface and Docs for Developers)

ユーザーインターフェイス (Claude.ai):

複数のチャットスレッドを保持し、それぞれで最⼤ 200k トークンのコンテキストが利⽤

可能。

ファイルアップロードに対応（PDF、テキストなど）し、⼤量の⽂書を添付して内容を分

析させる⽤途に便利。

システムプロンプトや「About you」を設定して Claude の振る舞いをカスタマイズ可

能。Pro ではデフォルトシステムプロンプトが⾒られるなど透明性が⾼い。

モデルセレクターがあり（Pro/Team）、Claude Instant や 3.7 Sonnet、3 Opus などを

切り替えられる場合がある。

現在ベータ版で、地域制限や利⽤枠の制限があるとも⾔われているが、順次拡張中。

開発者ドキュメント (docs.anthropic.com):

API エンドポイントや JSON 構造などの基本仕様を解説。

認証⽅式（API キー等）。

モデル名やバージョン指定（例: claude-3.7）の⽅法。
シンプルなプロンプト構造（Anthropic 独⾃の "\n\nHuman: ...\n\nAssistant:
..." 区切りなど）。

拡張思考のトークン割り当ての説明（システムプロンプトでコントロール）。

レート制限やエラーコード⼀覧などの標準項⽬。

オープンソースツール: コミュニティが書いたプロンプトガイドや SDK、VSCode 拡張なども存

在し、利⽤者が増えています。ベストプラクティスや注意点がまとまった⾮公式資料もありま
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す。

クラウドパートナーのインターフェイス: AWS Bedrock や GCP Vertex AI の管理コンソールに

も Claude ⽤のプレイグラウンドがあり、GUI でモデルを試せます。API 呼び出し例やチュート

リアルも各クラウドのドキュメントに掲載。

以上のように、プロンプトの作成からインテグレーション、管理まで⼗分なドキュメントや UI が整備さ

れており、ChatGPT 系の開発経験がある⼈ならすぐに導⼊できると思われます。Anthropic はシステ

ムカードなどを含め、モデルの制限や安全性情報も公開しており、透明性を⾼めています。

利⽤可能なプラットフォーム (Supported Platforms: Web, Mobile, Cloud)

Claude 3.7 は次のようなプラットフォームで利⽤可能です:

Web: Claude.ai がメイン。デスクトップやモバイルブラウザで動作。専⽤アプリはまだありま

せんが、Quora Poe などモバイル向けアプリで利⽤できる場合もあります。

クラウド: AWS Bedrock および Google Vertex AI でマネージドサービスとして提供。サーバー

サイドアプリや企業向けワークフローに組み込める。Azure は公式に Claude を提供していない

ため、Azure ユーザーは Anthropic の直接 API を使うか、サードパーティ経由。

モバイル統合: 公式アプリは無いが、独⾃アプリで API を呼び出すことは可能。HTTPS+JSON

なので⾃由に組み込み可。

プラグイン・拡張: ブラウザ拡張、VS Code 拡張などあり。Slack や Discord でのチャットボッ

ト連携も API 経由で容易に構築可能。

ローカル/オフラインは不可: Claude 3.7 は⼤規模モデルであるため、オンプレの⾃⼰ホスティン

グは想定されていない。クラウド API での利⽤が必須。

ベータ機能: Claude.ai 上で⼀部ユーザーはウェブ検索や組織向けナレッジベース機能をベータ利

⽤している事例も報告あり。チームプランやエンタープライズプランではアップロードドキュメ

ントを持続的に参照できる機能なども提供されている様⼦。

まとめると、Web インターフェイスは個⼈ユーザー向け、クラウド連携は企業や開発者向けに充実して

います。多彩な経路で Claude にアクセスできるものの、ローカルインストールは不可能という点がオ

ープンソースモデルとの相違点です。

無料プランと有料プランの違い (Free vs Paid Plans)

Anthropic は Claude.ai 上で無料プランと有料プランを提供し、API 利⽤は従量課⾦です。詳細は以下:

Claude Free (Claude.ai 無料枠):

誰でもサインアップして使⽤可能。ただし 1 ⽇あたりのメッセージ数やトークン量に上限

あり。正式な数値は公開されていないが、おおむね ~100 メッセージ/⽇程度と推測され

る。

Claude 3.7 Sonnet の標準モードを使⽤（拡張思考モードは利⽤不可の可能性⼤）  。
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混雑時には「容量超過」と表⽰され、待たされる場合も。とはいえ無料で最先端モデルを

試せるのは⼤きなメリット。

Claude Pro (個⼈向け有料プラン):

⽉額 20 ドル程度（ChatGPT Plus と同等）。以下の特典:

無料版の 5 倍ほどの使⽤枠  。⻑いやり取りや⼤量トークンが可能。

優先アクセス: 混雑時でも応答が早い、使⽤制限が緩和。

新機能への早期アクセス: ⼤きなモデルアップデートや拡張機能を先⾏利⽤可能。

拡張思考モードやモデルセレクターの利⽤: 例えば拡張思考をオンにするトグルな

どが使える    。Claude Instant や Opus を切り替えることも将来的に可能かもしれ

ない。

200k コンテキスト全⾯対応: Team プランで明⽰的に 200k と書かれているので、

Pro でも同様かもしれません（無料はコンテキスト制限がある可能性）。

よく使う⼈向けに、ストレスなく機能が使えるプラン。

Claude Team (⼩〜中規模組織向け):

Pro を拡張し、複数ユーザーで共有できるプラン。料⾦体系は公表されていないが、ユー

ザー数×⽉額か⼀律か不明。

さらに⾼い使⽤枠、チーム内での会話やナレッジベース共有、管理者向け制御などが追加

 。

すべてのモデルと最⼤コンテキストにアクセスできると明記されており  、Haiku, Sonnet,

Opus の切り替え、200k トークン完全対応が保証される。

組織利⽤向けの共同機能（会話やドキュメントをチームで共有）など。

エンタープライズ:

さらに⼤規模向け。専⽤サポートや SLA、カスタム統合、ファインチューニングオプショ

ンなどが含まれる可能性⼤。価格は個別交渉。

AWS Bedrock を通じたプライベートインスタンスや⾼度なセキュリティ要件なども対応

かもしれない。

API 利⽤ (従量課⾦):

チャットプランではなく、トークンごとの課⾦。Claude 3.7 Sonnet は⼊⼒ $3 / 100 万

トークン、出⼒ $15 / 100 万トークン  。

⼤量利⽤の場合は割引がある可能性。モデルバリアントごとに料⾦は異なり、Haiku

(Instant) は安価、Opus は⾼価。

例: Haiku は $0.25/$1.25、Opus は $15/$75（従来情報）など    。

無料トライアル:

Anthropic や各クラウドパートナーがトライアルクレジットを提供していることもあり、

新規ユーザーは⼀定量無料で試せる可能性があります。

要するに、無料版は機能制限と使⽤制限があるものの、⼀般ユーザーが試すには⼗分。仕事で本格利⽤

したいなら Pro や Team、API を通じて従量課⾦という選択肢があり、Anthropic の料⾦体系は

OpenAI に近い⽔準です。拡張思考などの強⼒機能は有料プランでのみ全開に使えるのが特徴です。

法⼈向け利⽤や企業導⼊事例 (Enterprise Use and Case Studies)
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Claude 3.7 は企業導⼊に適しており、いくつかの事例や活⽤法が報告されています:

コーディング分野での早期導⼊企業:

Cognition、Cursor、Vercel、Replit、Canva などの企業が Claude 3.7 をテストし、コ

ーディングタスクで⾮常に⾼い評価を得たと報じられています  。

Cursor: AI ⽀援コードエディタ。Claude 3.7 は複雑なコードベースとツール利⽤

において他モデルを凌駕すると評価  。

Cognition: Claude がフルスタックのコード変更を計画し実⾏する能⼒を⾼く評価

 。

Vercel: 「複雑なエージェントワークフローでも⾮常に正確」とコメント  。

Replit: 実際に本番導⼊し、ユーザーがアプリを⼀から作成する際に Claude が他

モデルより成功率が⾼いと報告  。

Canva: デザインプラットフォーム内のコード⽣成で Claude が「完成度の⾼いデ

ザインとエラーの少なさ」を実現と評価  。

ヘルスケア: AWS ブログでは、General Catalyst やヘルスケア業界が AI を活⽤する中で

Claude などが注⽬されていると⽰唆  。医療⽂書解析や診療補助などに応⽤が考えられますが、

具具体的事例はまだ限定的かもしれません。

⾦融・法務: 公式アナウンスには名前が出ないが、Claude 3 は法務や⾦融分野の専⾨家と共にテ

ストされたとシステムカードにあり、契約書要約や法令調査、⾦融レポート要約などが有望で

す。多量の⽂章を読んで要点を抽出する⽤途に最適で、誤情報リスクが低い点が評価されている

とみられます。

Slack 等の社内ナレッジボット: Claude を⽤いて社内⽂書をまとめ、社員が質問できる AI ボッ

トを構築する例も増えています。⻑⼤な⽂書を⼀括学習させ、Q&A 形式で応答。Constitutional

AI により企業イメージを損なうような不適切回答を減らせるのもメリット。

顧客サポート & CRM: サポートチケット対応で Claude にまずドラフト回答を⽣成させるケー

ス。⼤規模ナレッジベースの参照が必要な場合も 200k トークンが有効。引⽤機能が整備されれ

ば回答根拠の裏付けもしやすいでしょう。

コンテンツ⽣成・マーケティング: マーケティングコピーやブログ草稿を⼤量⽣成する場⾯にも

Claude は活⽤可能。既に Jasper や Copy.ai などが Anthropic モデルをオプションとして組み

込み始めています。GPT-4 と⽐べて価格やスタイルを好むユーザーもいます。

教育・トレーニング: EdTech での個別学習チューターとして活⽤すれば、詳細解説とステップバ

イステップの回答が得られます。安全性が⾼いので未成年向けアプリにも導⼊しやすいとの声も

あります。

政府・機密データ: ユーザーデータを学習に使わない⽅針は、官公庁や⾼セキュリティ産業でも使

いやすい。AWS GovCloud + Bedrock でのプライベート運⽤なら情報漏洩リスクを抑えられま

す。

Anthropic は「AWS 顧客が Claude を使⽤する事例は好評」と述べており  、⼤企業が PoC を次々に進

めているようです。カスタム学習（ファインチューニング）も限定提供されており、医薬やバイオ企業

などが専⾨⽂献を追加学習させて⾼度な専⾨アシスタントを作る可能性があります。
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例えばコンサル⼤⼿が⾃社ナレッジマネジメントに活⽤し、膨⼤な過去事例を検索・要約させるケース

や、メディア企業がニュース原稿を下書きさせるケースなど、幅広く想定されます。公表事例はまだ少

ないものの、Claude 3.7 は OpenAI GPT-4 と並ぶ企業向けジェネレーティブAIの有⼒候補になってい

ます。

4. その他の情報 (Additional Information and Context)

最後に、Claude の開発元である Anthropic の背景や倫理⾯、今後のロードマップ、競合状況を概説し

ます。

開発元Anthropicの背景と研究⽅針 (Anthropicʼs Background and Philosophy)

Anthropic は 2021 年に OpenAI 出⾝者（CEO Dario Amodei など）によって設⽴された AI スタート

アップです。GPT-2/GPT-3 の開発に関わったメンバーが中⼼で、「AI セーフティに⼒を⼊れつつ、最

先端モデルの研究開発を⾏う」姿勢を掲げて独⽴しました。社名 “Anthropic”  は「⼈間に関わる」とい

う意味で、AI を⼈間の価値観に合う形で開発しようとする理念を表しています  。

OpenAI との⽅向性の違い（主にアラインメント・透明性・研究公開の度合いなど）を理由に離脱した

経緯があり、Anthropic は当初は⼩規模モデルの研究や “Constitutional AI”  の論⽂発表などを⾏ってい

ました。Claude 1 から始まり、着実にモデル規模を拡⼤。2023 年には Claude 2（100k コンテキス

ト）をリリースし、OpenAI に次ぐ有⼒企業として認知されました。Claude 3.7 はさらにその延⻑線上

で、⼤規模化と安全対策を両⽴したフラグシップモデルとなっています。

Anthropic の哲学は Claude 3.7 の設計にも反映されています:

透明性: 拡張思考を可視化するのは、AI の推論プロセスを隠さずユーザーが検証できるようにし

たいという考えから。これにより安全性と信頼性が⾼まると主張。

安全性重視: モデルの⾏動を常にモニタし、有害コンテンツの削減や社会的リスクの低減を追求す

る。Constitutional AI や AI Safety Level など独⾃のフレームワークを⽤いて慎重にモデルを運

⽤。

段階的公開: 「Responsible Scaling Policy (RSP)」により、モデルが強⼒になるにつれ外部専

⾨家のレッドチーミングや安全審査を⾏い、いきなり⼤きなモデルを全⾯公開しない⽅針。

研究志向: 論⽂やシステムカードを活発に公開し、コミュニティと知⾒を共有。モデルの中⾝（パ

ラメータ）までは公開しないが、学習⼿法や安全性評価については⽐較的オープン。

資⾦調達⾯では Google が 2022 年に約 4 億ドル出資し、その後 2023 年に Amazon が 40 億ドルを

投資。合計 10 億ドル超を調達し、最先端の R&D を進められる体制にあります。Google/AWS の両⽅

と提携している点は他社にはあまりないユニークな⽴ち位置です。

Anthropic は AI ガバナンスへの積極的な関与も⾏い、Dario Amodei ⽒は政府や国際機関と連携しつ

つ、「⼈類にとって安全で有益な AI」を⽬指していると繰り返し表明。Claude 3.7 はその成果の結晶と

⾔えます。
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AI倫理や安全性に関する対応 (AI Ethics and Safety Measures)

前節までで多く触れましたが、ここで Claude 3.7 における Anthropic の倫理・安全性アプローチを総

括します:

Constitutional AI（倫理原則）: モデルに⼀連の原則を設定し、それに従う形で応答を⽣成。差

別や違法⾏為助⻑を防ぎ、⼈権を尊重するなどの規範をモデル内部に組み込みます  。

バイアス・トキシック表現の軽減: Claude をバイアス評価ベンチマーク（BBQ など）でテスト

し、差別的傾向を緩和。完全な無バイアス化は難しいが、常に改善を継続しています。

有害性・レッドチーミング: ⾃傷関連、児童保護、極端な暴⼒、プライバシー侵害など、複数のカ

テゴリーでモデルの拒否・安全完了を厳格化。外部専⾨家がレッドチーミングを実施して脆弱性

を検査しています  。

拡張思考の監視: ユーザーに推論過程を表⽰することで、危険な思考を早期発⾒しやすくしていま

すが、同時にモデル内部で⾮公開の潜在思考を隠す可能性もあるため、faithfulness（思考の忠

実性）を継続調査中  。

プライバシーとデータ保護: ユーザーデータを学習に再利⽤しない⽅針、クラウド上でも顧客ごと

に隔離された環境を提供し、ログの取り扱いを厳格に管理。GDPR や SOC2 などの標準にも対応

が進められています。

透明性と責任: システムカード公開、研究論⽂発表、モデルのリスク評価を明記。政府の AI 規制

に関する取り組みにも協⼒姿勢を⽰し、外部監査を受け⼊れる⽅向です。

No misuse tolerance: 違法⾏為や危険⾏為への助⻑、ヘイトスピーチなどを強く禁⽌し、⾃動

フィルタリングと利⽤規約で対応。多段階の安全策により、モデルの不正使⽤を最⼩化する努⼒

がなされています。

このように、Claude 3.7 は設計段階から倫理的配慮を施したモデルであり、商⽤利⽤にあたりリスク管

理を意識する企業にとって魅⼒的と⾔えます。強⼒な機能を提供しつつ、暴⾛や誤⽤の可能性を最⼩化

するよう多層的な仕組みが組み込まれています。

今後のアップデート予定やロードマップ (Future Updates and Roadmap)

Anthropic は Claude のさらなる拡張を⽰唆しており、今後の⽅向性として以下が考えられます:

Claude 4 や次世代モデル: モデルサイズや性能を⼀層拡⼤した「Claude Next」(仮称) が開発さ

れると予想されます。数千億〜兆パラメータ級へのスケールアップや Mixture-of-Experts 採⽤

など、様々な噂があります。いずれにせよ、安全性検証を慎重に⾏いながら段階的に公開すると

⾒られます。

マルチモーダル拡充: 現状テキスト＋静⽌画が中⼼ですが、競合に対抗して⾳声・動画対応を進め

る可能性があります。あるいはパートナーと連携して⾳声認識を組み合わせる形もあり得ます。

ツール・エージェント機能強化: Claude Code で試験的に実装された⾃律的コード編集・テスト

の機能が、より汎⽤的なツール呼び出しや関数呼び出しとして進化する可能性⼤。OpenAI の

function calling に近い仕組みを Anthropic が整えるかもしれません。
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さらに⻑いコンテキスト: Anthropic は 1M トークン対応実験を公表しており、今後 200k を超

える超⻑⽂対応が⼀部ユーザー向けに提供される可能性があります。超⼤規模メモリによる⼀括

解析が⼀つの差別化要因となるでしょう。

引⽤・ファクトチェック機能: 回答内容に対して情報源や根拠を添付する機能が既にアナウンスさ

れており  、将来的に実装されれば信頼性向上につながります。

知識更新: 新データで定期的に再学習する、あるいは外部検索と組み合わせてカットオフ問題を緩

和する⼿法が検討されるでしょう。

オープンソースとの連携: ⼤規模モデルそのものの公開はしないにせよ、⼀部データやアルゴリズ

ム、研究成果をコミュニティと共有する可能性はあります。安全性に関する取り組みを広く展開

することで社会的信⽤を得る戦略です。

規制・コンプライアンス対応: EU AI Act や各国規制が進む中で、監査やメタデータ埋め込み（ウ

ォーターマーク）等に取り組む必要があり、Anthropic は先んじて対応を進めると⾒られます。

2025 年末頃にかけて Claude 4.0 的な⼤幅アップデートが予想され、その際は今以上に「汎⽤的な知的

作業」を⼈間以上にこなせるモデルへ進化する可能性があります。Anthropic は 2027 年を⽬標に「⼈

間が数年かける研究課題を数⽇で解決できる AI」実現を掲げており  、その⼀歩として Claude 3.7 は位

置付けられていると⾔えます。

競争環境と他社の動向 (Competitive Landscape and Market Position)

Claude 3.7 は激しい AI モデル競争の只中にいます。⼤⼿・新興企業が次々と LLM を発表する中で、主

な状況は以下の通りです:

OpenAI (ChatGPT/GPT-4): 依然として市場⽀配的で、ChatGPT の数億ユーザー基盤は巨⼤。

GPT-4 は多くのベンチマークでトップクラスの評価を受けています。ただし 32k コンテキスト

上限や⾼額な料⾦などの制約があり、Claude は「コンテキストの広さ」「フレンドリーさ」を

武器に差別化。Microsoft が OpenAI を強く後押しする⼀⽅、Anthropic は Amazon や Google

と提携して対抗する構図です。

Google (Bard/Gemini): Bard はやや出遅れ感があったものの、Gemini (2024 年末発表) が⼤

規模マルチモーダルで巻き返しを狙っています。Claude 3.7 は⾼度推論やコーディングで依然優

位とされますが、Google の莫⼤なリソースと知識グラフ、検索エンジンとの統合が脅威。

Anthropic は Vertex AI 上でも Claude を提供しており、Google は両⽅を併売する形に。ユー

ザーは Gemini と Claude を⽐較検討できるが、Gemini が安定してくると競合が激化する⾒込

み。

Meta (Llama 系): Llama 2 などをオープンソースで展開し、⼀般開発者には⼈気が⾼い。パラ

メータ数や性能では Claude に及ばないが、⾃由度とコスト優位が強み。Mistral AI や他のスタ

ートアップも軽量モデルをオープンソースでリリースしており、市場全体の価格圧⼒を⾼めてい

ます。Anthropic はフルオープンにはしないものの、性能差で勝負という構図。

Cohere,  AI21 など: 他の⽣成系スタートアップもあるが、現状 GPT-4/Claude レベルの総合性

能には達していないという⾒⽅が多い。価格や特定分野（⾔語翻訳やライティングなど）で差別

化を狙うが、Claude 3.7 のような⼤型モデルとは直接⽐較しにくい。

市場シェアとパートナーシップ:
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AWS Bedrock: Anthropic はここで先⾏優位を持ち、AWS 利⽤企業に Claude を売り込

みやすい⽴場。Microsoft + OpenAI 対 Amazon + Anthropic +（Google？）の構図。

Quora Poe: ユーザー⼈気としては Claude も ChatGPT と並ぶ⼈気を博しており、⼀部

回答では GPT-4 より質が良いとの声も。

ユーザー認知度: ChatGPT が圧倒的に有名ですが、エンタープライズで複数モデル併⽤す

る流れがあり、Claude はその「第⼆の選択肢」やメイン候補として台頭。

今後も 「AI の軍拡競争」 が続き、OpenAI・Google・Anthropic の 3 社がしのぎを削る展開が⾒込ま

れます。Claude 3.7 のハイブリッド推論機能は⼤きな差別化要素ですが、OpenAI や Google が類似機

能を開発する可能性もあります。価格競争やオープンソースモデルの台頭で、従来の⾼額課⾦ビジネス

モデルが揺さぶられるかもしれません。

しかし Anthropic は「安全性と透明性」を全⾯に押し出し、企業や公共セクターからの信頼を得る戦略

に成功しつつあります。強⼒かつ安全なモデルを求める層が⼀定数おり、その需要を Claude が満たす

という図式です。⼤⼿モデルの中でパラメータ規模は最⼤ではないものの、⾼度な学習と拡張思考機構

で性能を引き上げ、トップクラスの⽔準を維持しています。今後 GPT-5 や Gemini Ultra などが登場し

ても、Claude も 4 や次世代版を投⼊し競争を続けるでしょう。

Sources:

Anthropic 発表および Claude 3.7 Sonnet のシステムカード        

Amazon & Google Cloud 関連アナウンス    

企業による早期テストのフィードバック (Cursor, Replit など)  

Claude 3.7 のベンチマーク結果 (SWE-Bench, TAU-Bench)  

独⽴系⽐較 (Latenode ブログ, Vellum AI)      

AI ニュースレターにおけるモデルサイズ・学習トークン数の推定  

arXiv 論⽂（Claude 3 Opus 137B パラメータへの⾔及）  

Mistral AI のリリース発表 (オープンソース⽂脈)  

Anthropic ヘルプセンター (Pro/Team 機能に関する記載)  

Anthropic “Next-gen Claude”  ブログ (⽂脈・安全性)    

Amazon Bedrock 提携ニュース    

(…その他本⽂中で参照した複数のソース)


